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本日　７月７日㈬ 12：30  ザ クラウンパレス新阪急高知

　　　 　会 長 ク ラ ブ 運 営 方 針 発 表

次週　７月14日㈬ 12：30  ザ クラウンパレス新阪急高知

　　　 　ガ　バ　ナ　ー　補　佐　訪　問

第2496回　例会報告／令和３年６月23日　天候　晴
◇ロータリーソング
  「歓迎の歌」
◇会　長　挨　拶

　皆さん、こんにちは。
「100里の道を行くとき
は90を半ばとす」という
諺があります。徳川家康
は「99里を半ばとせよ」
と言ったそうですが、意

味するところは、最後まで気を抜かず、努力
せよということです。
　私の会長としての立場もあと１週間となり
ました。来週の例会を終点と考えると、今日
はまだ道半ばなのかなと思います。
　例会運営、会長挨拶、例会プログラム、委
員会活動、この四つが充実していることが
ロータリーにとって非常に大事だという意見
があります。会長を引き受けた際、クラブ運
営については、西森やよいさんが幹事を務め
てくださることで、私はもっぱら会長挨拶の
ことばかりを気にかけていました。ロータリ
ーにまつわる書籍の１文を棒読みすれば、情
報提供としての機能を果たすと思いますが、
聞く側は全く面白くないので却下。
　とは言っても、皆さんに語る文章ができる
ほどロータリーの知識もないので、自分なり
に会長挨拶のルールを作りました。まずは、
ロータリーというキーワードを入れる。自分
が感じたこと、経験したことを織り込む。ダ
ラダラと長くしない。この三つを心がけまし

た。
　会長挨拶は、ロータリーの理解を深める絶
好のチャンスだという活字を拾ったことがあ
りますので、ロータリーを語ることは絶対条
件だと決めていました。また、ありきたりの
内容では皆さんには届かないだろうし、貴重
な時間を割いて聞いていただくのですから、
少しでも興味を持っていただきたいと考えた
とき、誰も知らないことは自分の中だけにあ
ることに気づき、自分の経験したことをベー
スに、そのとき感じたことなどを織り交ぜな
がら、ある意味、無理矢理ロータリーに結び
つけた原稿を作ることにしました。そして、
無駄な表現や寄り道のような話を入れず、話
したいことを短い時間に収めることを心がけ
ました。
　先ほどの例会運営、会長挨拶、例会プログ
ラム、委員会活動の４本柱の一つとして、ち
ゃんと機能したかどうかの評価は皆さんにお
願いして、今日の会長挨拶といたします。
◇近森範久会員退会挨拶

　私、仕事の面でも出張
が多くなったことと、家
庭の面では家族の体調に
変化があったということ
で、この半年間自分なり
に悩んでみたのですが、

６月をもって退会させていただくこととなり
ました。
　６年間の在籍期間中、皆さまには大変お世

話になりました。思い起こせば、柳澤ガバナ
ーの輩出年度、50周年記念事業、ロータリー
財団事業など、貴重で、そして大変楽しい経
験をさせていただきました。特に私にとって
最終年度となった今年度は、ロータリー財団
委員長として、計画の段階ではプロジェクト
奉仕研究会より多くのお知恵を、当時プロ
ジェクトリーダーであった西森幹事からは素
晴らしいご縁を、そして、関係機関だった警
察や学校との交渉の折には、ロータリークラ
ブの知名度と今までの活動実績に大いに助け
られました。
　今後は、その経験を糧に、私なりに地域貢
献、職業奉仕に努めていきたいと思います。

　最後に、コロナ禍の日常は続いていますが、
お体には十二分にご自愛いただき、高知東Ｒ
Ｃのますますの繁栄をご祈念いたしまして、
私の退会挨拶といたします。６年間、本当に
お世話になりました。ありがとうございまし
た。
◇会　長　報　告
・先週、入会された山下さんは、親睦委員会
に所属します。
・来週は、夜間ではなく昼間の例会です。
◇幹　事　報　告
・浦戸湾七河川一斉清掃は中止です。
・本日例会終了後、次年度の理事エレクト会
を行います。

◎国際奉仕委員会（発表：西森　大）
•短期交換、長期交換と
　もにコロナの影響によ
　り会員及び留学生の安
　全確保のため中止。
•書き損じハガキ等回収
　では、4,215円の寄付を

　送金
•長期交換事業運営委員会にカウンセラーの
永野会員、委員の島村会員が出席し、2021
－2022年度の長期交換事業について、他ク
ラブの委員と連携をとりながら事業運営に
携わった。
◎青少年奉仕委員会（発表：𠮷永光男）

•ＲＩ会長テーマ『 ロー
　タリーは機会の扉を開
　く』をもとに、ロータ
　ーアクト、インターア
　クトの支援を計画した
　が、コロナの関係で十

　分なことはできなかった。
•RYLAセミナーも受講者２名を推薦してい
たが、中止となった。
•５月の青少年奉仕月間には、ローターアク
トクラブに卓話をしてもらった。
◎ロータリー財団委員会（発表：近森範久）
•地区補助金について、４月８日、高知県立
国際中学校１年生80名を対象に、自転車を

　安全に乗るプロジェク
　トとして、「自転車安
　全講習」を開催し、ヘ
　ルメットの寄贈式を行
　った。
　　この事業について学

　校と交渉しているとき、事務員さんがコロ
　ナに感染し教育機関側が慎重になっていた
　こともあり、クラブからは６名の参加で事
　業を行いました。
•年次寄付120ドルを実施。
•2021－22年度地区補助金について、山村副
委員長が企画し「土佐の子供たちに世界へ
の扉を開くプロジェクト」として、図書館
に地球儀を贈呈し、郷土の文化、向学に寄
与する事業の申請が認められた。
•11月４日、地区ロータリー財団委員会に出
向している山村会員の卓話を実施。
◎親睦委員会（発表：中西克行）

　コロナの影響により、
当初の計画どおり活動で
きたものは少なく残念な
年になりました。
•例会では、ＳＡＡやプ
　ログラム委員会など各

　委員会と協力し、会員相互の親睦を図った。
•来訪ロータリアンを歓迎と感謝の意を持っ
てのお迎えやソングリーダーも、各委員が

満遍なく実施できた。
•夜間例会は、完全に中止になった12月23日
の忘年夜間例会以外は、規模縮小などの対
策をして実施。創立記念夜間例会はガバ
ナー訪問例会を兼ねて、出席者52名（うち
会員46名）。観梅夜間例会、出席36名（う
ち会員26名）。最終夜間例会は昼の例会に
変更。
•野外レクレーションは中止。
•趣味の集いのゴルフ大会は３回実施。ワイ
ン会は中止。
•東酔会、水曜会への協力はできていません。
•鬼頭会員の受章祝賀会は延期。
◎会員増強・退会防止委員会

（発表：猿田隆夫）
•年初の会員数は48人、
　入会者９人、退会者４
　人、純増５人で、現在
　は53人。
•新会員へのオリエンテ

　ーションは、コロナ禍のため実施できませ
　んでした。
•地区協議会、地区大会も中止。
•９月に会員増強・退会防止委員会の卓話を
委員長が行った。
•水上会員、野志会員の後任の方に面会し、
入会意思を確認。ただ、入会時期に関して
は、コロナ禍であり、しばらく考えさせて
ほしいとのこと。
◎会員選考・職業分類委員会

（発表：松野宏司）
•４名の被推薦者があり、
　東ＲＣの会員として適
　格であるか精査し、職
　業分類（税理士、医薬
　機材販売、ビルメンテ

　ナンス、デザイン広告マーケティングコン
　サルタント）を行い理事会に報告した。
◎プログラム委員会（発表：野町和也）

　コロナの影響で外部講
師を迎えることが難しい
中、29名の会員に卓話を
お願いし、快く受けてい
ただいたことを心から感
謝申し上げます。また、

準備をしていただきながら休会となった会員

にはお詫び申します。１年間、何とか穴を開
けずにできたことを感謝申し上げます。
◎広報・ＩＴ委員会（発表：武吉佳月）

•クラブのホームページ
　の基本ページを新年度
　版にリニューアルし、
　例会変更情報などを随
　時更新
•例会などの写真を撮影

　し、ホームーページに掲載。コロナの影響
　で多くの行事が中止となったが、実施され
　た行事や奉仕活動については発信できた。
•ロータリー財団委員会の高知県立国際中学
校での自転車安全講習や、ヘルメットの寄
贈式も掲載。
•ズームを利用したオンライン例会の可能性
について、当委員会以外の皆さんにも協力
を依頼し、実際オンラインで接続した様子
を見ていただき卓話を行った。
•例年どおりの運営が難しい年となり、不十
分な点もあったと思いますが、雑誌広報委
員会と協力しながら、高知東ＲＣの様子を
発信していくことができたと思っています。
　突然カメラを向けても快く応じてくだ
さった皆さま、ありがとうございました。
◎ロータリー情報委員会（発表：沖　卓史）

•新会員に対し、会長・
　幹事経験者を主にアド
　バイザーを専任した。
•本年度は９名の新入会
　員の入会があり、少し
　苦労した。

•新会員や入会５年未満の会員に対する勉強
会はコロナの影響によりできませんでした
ので、「ロータリーの心得」等を読むこと
と、小堀憲助氏のＣＤを聞いていただくこ
とを通知した。
•地区大会も中止となり、十分な活動ができ
ずお詫びいたします。
◎ロータリー奉仕プロジェクト研究会

（発表・西内俊介）
•他の委員会と同じく、
　コロナ禍で従来のよう
　な飲食を伴う勉強会が
　できず、残念です。そ
　のため、会長、幹事、

　財団、社会奉仕各委員会との打ち合わせを
　行い、７月末までに会員にＦＡＸで送付。
　多数の意見をいただいた。
•意見を検討の結果、次年度のロータリー財
団が「土佐の子供たちに世界への扉を開く
プロジェクト」で、図書館に地球儀を寄贈
する補助金申請が内定。山村副委員長、西

森幹事にはオーテピアとの打ち合わせ等、
お手数をかけました。
•ロータリーの本質である奉仕を研究し、結
果として財団等の事業の一助になるとい
う、この研究会の本来の形になるよう、努
めていきたいと思います。

◇出席率報告

•近森範久　６年間、大変お世話になりまし
てありがとうございました。この和やかな雰
囲気の例会は、僕の好きな時間でもありまし
た。残念ながら退会の道を選びましたが、今
後も親睦と奉仕の気持ちは忘れずに頑張りた
いと思います。ありがとうございました。
•竹村克彦　良いことが思い当たりませんが
ニコニコへ。
•西森やよい　近森範久様、ご退会のこと、
本当にさみしいです。近森様の落ち着いたた
たずまいにたくさんのことを学ばせていただ
きました。これからもご指導のほどよろしく
お願いいたします。先週、今週と委員会活動
報告を行っていただきました。１年間お支え
くださいました委員長の皆さまに心よりお礼
申し上げます。
•中平真理子　本日理事エレクト会がありま

す。次年度理事の皆さま１年間よろしくお願
いいたします。近森さん、See you again
•西内俊介　例会終了後、理事エレクト会が
あります。私にとって初めての幹事としての
理事会になります。理事の方はご出席のほど
よろしくお願いいたします。
•鬼田知明　山下さん、ご入会おめでとうご
ざいます。武吉委員長、１年間お疲れさまで
した。
•岡本裕史　高知４年目に突入、コロナ早く
終息してほしいです。
•西森　大　結婚記念日のお祝いいただきあ
りがとうございます。20年を迎えました。
•野町和也　家庭記念にお礼。今年１年間お
世話になりました。
•柳澤光秋　6月３日午後１時総合あんしん
センターで国際ロータリー第2670地区から高
知県医師会へパルスオキシメーターを贈呈し
ました。関パストガバナー、北岡・大平両ガ
バナー補佐も出席し、ＴＶ、新聞のマスコミ
は非常に多数取材にきていました。妻の誕生
日のお礼も。
◇遅刻　２件
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•来訪ロータリアンを歓迎と感謝の意を持っ
てのお迎えやソングリーダーも、各委員が

満遍なく実施できた。
•夜間例会は、完全に中止になった12月23日
の忘年夜間例会以外は、規模縮小などの対
策をして実施。創立記念夜間例会はガバ
ナー訪問例会を兼ねて、出席者52名（うち
会員46名）。観梅夜間例会、出席36名（う
ち会員26名）。最終夜間例会は昼の例会に
変更。
•野外レクレーションは中止。
•趣味の集いのゴルフ大会は３回実施。ワイ
ン会は中止。
•東酔会、水曜会への協力はできていません。
•鬼頭会員の受章祝賀会は延期。
◎会員増強・退会防止委員会

（発表：猿田隆夫）
•年初の会員数は48人、
　入会者９人、退会者４
　人、純増５人で、現在
　は53人。
•新会員へのオリエンテ

　ーションは、コロナ禍のため実施できませ
　んでした。
•地区協議会、地区大会も中止。
•９月に会員増強・退会防止委員会の卓話を
委員長が行った。
•水上会員、野志会員の後任の方に面会し、
入会意思を確認。ただ、入会時期に関して
は、コロナ禍であり、しばらく考えさせて
ほしいとのこと。
◎会員選考・職業分類委員会

（発表：松野宏司）
•４名の被推薦者があり、
　東ＲＣの会員として適
　格であるか精査し、職
　業分類（税理士、医薬
　機材販売、ビルメンテ

　ナンス、デザイン広告マーケティングコン
　サルタント）を行い理事会に報告した。
◎プログラム委員会（発表：野町和也）

　コロナの影響で外部講
師を迎えることが難しい
中、29名の会員に卓話を
お願いし、快く受けてい
ただいたことを心から感
謝申し上げます。また、

準備をしていただきながら休会となった会員

にはお詫び申します。１年間、何とか穴を開
けずにできたことを感謝申し上げます。
◎広報・ＩＴ委員会（発表：武吉佳月）

•クラブのホームページ
　の基本ページを新年度
　版にリニューアルし、
　例会変更情報などを随
　時更新
•例会などの写真を撮影

　し、ホームーページに掲載。コロナの影響
　で多くの行事が中止となったが、実施され
　た行事や奉仕活動については発信できた。
•ロータリー財団委員会の高知県立国際中学
校での自転車安全講習や、ヘルメットの寄
贈式も掲載。
•ズームを利用したオンライン例会の可能性
について、当委員会以外の皆さんにも協力
を依頼し、実際オンラインで接続した様子
を見ていただき卓話を行った。
•例年どおりの運営が難しい年となり、不十
分な点もあったと思いますが、雑誌広報委
員会と協力しながら、高知東ＲＣの様子を
発信していくことができたと思っています。
　突然カメラを向けても快く応じてくだ
さった皆さま、ありがとうございました。
◎ロータリー情報委員会（発表：沖　卓史）

•新会員に対し、会長・
　幹事経験者を主にアド
　バイザーを専任した。
•本年度は９名の新入会
　員の入会があり、少し
　苦労した。

•新会員や入会５年未満の会員に対する勉強
会はコロナの影響によりできませんでした
ので、「ロータリーの心得」等を読むこと
と、小堀憲助氏のＣＤを聞いていただくこ
とを通知した。
•地区大会も中止となり、十分な活動ができ
ずお詫びいたします。
◎ロータリー奉仕プロジェクト研究会

（発表・西内俊介）
•他の委員会と同じく、
　コロナ禍で従来のよう
　な飲食を伴う勉強会が
　できず、残念です。そ
　のため、会長、幹事、

　財団、社会奉仕各委員会との打ち合わせを
　行い、７月末までに会員にＦＡＸで送付。
　多数の意見をいただいた。
•意見を検討の結果、次年度のロータリー財
団が「土佐の子供たちに世界への扉を開く
プロジェクト」で、図書館に地球儀を寄贈
する補助金申請が内定。山村副委員長、西

森幹事にはオーテピアとの打ち合わせ等、
お手数をかけました。
•ロータリーの本質である奉仕を研究し、結
果として財団等の事業の一助になるとい
う、この研究会の本来の形になるよう、努
めていきたいと思います。

◇委員会活動実績報告・２

◇出席率報告

•近森範久　６年間、大変お世話になりまし
てありがとうございました。この和やかな雰
囲気の例会は、僕の好きな時間でもありまし
た。残念ながら退会の道を選びましたが、今
後も親睦と奉仕の気持ちは忘れずに頑張りた
いと思います。ありがとうございました。
•竹村克彦　良いことが思い当たりませんが
ニコニコへ。
•西森やよい　近森範久様、ご退会のこと、
本当にさみしいです。近森様の落ち着いたた
たずまいにたくさんのことを学ばせていただ
きました。これからもご指導のほどよろしく
お願いいたします。先週、今週と委員会活動
報告を行っていただきました。１年間お支え
くださいました委員長の皆さまに心よりお礼
申し上げます。
•中平真理子　本日理事エレクト会がありま

す。次年度理事の皆さま１年間よろしくお願
いいたします。近森さん、See you again
•西内俊介　例会終了後、理事エレクト会が
あります。私にとって初めての幹事としての
理事会になります。理事の方はご出席のほど
よろしくお願いいたします。
•鬼田知明　山下さん、ご入会おめでとうご
ざいます。武吉委員長、１年間お疲れさまで
した。
•岡本裕史　高知４年目に突入、コロナ早く
終息してほしいです。
•西森　大　結婚記念日のお祝いいただきあ
りがとうございます。20年を迎えました。
•野町和也　家庭記念にお礼。今年１年間お
世話になりました。
•柳澤光秋　6月３日午後１時総合あんしん
センターで国際ロータリー第2670地区から高
知県医師会へパルスオキシメーターを贈呈し
ました。関パストガバナー、北岡・大平両ガ
バナー補佐も出席し、ＴＶ、新聞のマスコミ
は非常に多数取材にきていました。妻の誕生
日のお礼も。
◇遅刻　２件
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◇ロータリーソング
  「歓迎の歌」
◇会　長　挨　拶

　皆さん、こんにちは。
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は「99里を半ばとせよ」
と言ったそうですが、意
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ました。
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献、職業奉仕に努めていきたいと思います。
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・来週は、夜間ではなく昼間の例会です。
◇幹　事　報　告
・浦戸湾七河川一斉清掃は中止です。
・本日例会終了後、次年度の理事エレクト会
を行います。

◎国際奉仕委員会（発表：西森　大）
•短期交換、長期交換と
　もにコロナの影響によ
　り会員及び留学生の安
　全確保のため中止。
•書き損じハガキ等回収
　では、4,215円の寄付を

　送金
•長期交換事業運営委員会にカウンセラーの
永野会員、委員の島村会員が出席し、2021
－2022年度の長期交換事業について、他ク
ラブの委員と連携をとりながら事業運営に
携わった。
◎青少年奉仕委員会（発表：𠮷永光男）

•ＲＩ会長テーマ『 ロー
　タリーは機会の扉を開
　く』をもとに、ロータ
　ーアクト、インターア
　クトの支援を計画した
　が、コロナの関係で十

　分なことはできなかった。
•RYLAセミナーも受講者２名を推薦してい
たが、中止となった。
•５月の青少年奉仕月間には、ローターアク
トクラブに卓話をしてもらった。
◎ロータリー財団委員会（発表：近森範久）
•地区補助金について、４月８日、高知県立
国際中学校１年生80名を対象に、自転車を

　安全に乗るプロジェク
　トとして、「自転車安
　全講習」を開催し、ヘ
　ルメットの寄贈式を行
　った。
　　この事業について学

　校と交渉しているとき、事務員さんがコロ
　ナに感染し教育機関側が慎重になっていた
　こともあり、クラブからは６名の参加で事
　業を行いました。
•年次寄付120ドルを実施。
•2021－22年度地区補助金について、山村副
委員長が企画し「土佐の子供たちに世界へ
の扉を開くプロジェクト」として、図書館
に地球儀を贈呈し、郷土の文化、向学に寄
与する事業の申請が認められた。
•11月４日、地区ロータリー財団委員会に出
向している山村会員の卓話を実施。
◎親睦委員会（発表：中西克行）

　コロナの影響により、
当初の計画どおり活動で
きたものは少なく残念な
年になりました。
•例会では、ＳＡＡやプ
　ログラム委員会など各

　委員会と協力し、会員相互の親睦を図った。
•来訪ロータリアンを歓迎と感謝の意を持っ
てのお迎えやソングリーダーも、各委員が

満遍なく実施できた。
•夜間例会は、完全に中止になった12月23日
の忘年夜間例会以外は、規模縮小などの対
策をして実施。創立記念夜間例会はガバ
ナー訪問例会を兼ねて、出席者52名（うち
会員46名）。観梅夜間例会、出席36名（う
ち会員26名）。最終夜間例会は昼の例会に
変更。
•野外レクレーションは中止。
•趣味の集いのゴルフ大会は３回実施。ワイ
ン会は中止。
•東酔会、水曜会への協力はできていません。
•鬼頭会員の受章祝賀会は延期。
◎会員増強・退会防止委員会

（発表：猿田隆夫）
•年初の会員数は48人、
　入会者９人、退会者４
　人、純増５人で、現在
　は53人。
•新会員へのオリエンテ

　ーションは、コロナ禍のため実施できませ
　んでした。
•地区協議会、地区大会も中止。
•９月に会員増強・退会防止委員会の卓話を
委員長が行った。
•水上会員、野志会員の後任の方に面会し、
入会意思を確認。ただ、入会時期に関して
は、コロナ禍であり、しばらく考えさせて
ほしいとのこと。
◎会員選考・職業分類委員会

（発表：松野宏司）
•４名の被推薦者があり、
　東ＲＣの会員として適
　格であるか精査し、職
　業分類（税理士、医薬
　機材販売、ビルメンテ

　ナンス、デザイン広告マーケティングコン
　サルタント）を行い理事会に報告した。
◎プログラム委員会（発表：野町和也）

　コロナの影響で外部講
師を迎えることが難しい
中、29名の会員に卓話を
お願いし、快く受けてい
ただいたことを心から感
謝申し上げます。また、

準備をしていただきながら休会となった会員

にはお詫び申します。１年間、何とか穴を開
けずにできたことを感謝申し上げます。
◎広報・ＩＴ委員会（発表：武吉佳月）

•クラブのホームページ
　の基本ページを新年度
　版にリニューアルし、
　例会変更情報などを随
　時更新
•例会などの写真を撮影

　し、ホームーページに掲載。コロナの影響
　で多くの行事が中止となったが、実施され
　た行事や奉仕活動については発信できた。
•ロータリー財団委員会の高知県立国際中学
校での自転車安全講習や、ヘルメットの寄
贈式も掲載。
•ズームを利用したオンライン例会の可能性
について、当委員会以外の皆さんにも協力
を依頼し、実際オンラインで接続した様子
を見ていただき卓話を行った。
•例年どおりの運営が難しい年となり、不十
分な点もあったと思いますが、雑誌広報委
員会と協力しながら、高知東ＲＣの様子を
発信していくことができたと思っています。
　突然カメラを向けても快く応じてくだ
さった皆さま、ありがとうございました。
◎ロータリー情報委員会（発表：沖　卓史）

•新会員に対し、会長・
　幹事経験者を主にアド
　バイザーを専任した。
•本年度は９名の新入会
　員の入会があり、少し
　苦労した。

•新会員や入会５年未満の会員に対する勉強
会はコロナの影響によりできませんでした
ので、「ロータリーの心得」等を読むこと
と、小堀憲助氏のＣＤを聞いていただくこ
とを通知した。
•地区大会も中止となり、十分な活動ができ
ずお詫びいたします。
◎ロータリー奉仕プロジェクト研究会

（発表・西内俊介）
•他の委員会と同じく、
　コロナ禍で従来のよう
　な飲食を伴う勉強会が
　できず、残念です。そ
　のため、会長、幹事、

　財団、社会奉仕各委員会との打ち合わせを
　行い、７月末までに会員にＦＡＸで送付。
　多数の意見をいただいた。
•意見を検討の結果、次年度のロータリー財
団が「土佐の子供たちに世界への扉を開く
プロジェクト」で、図書館に地球儀を寄贈
する補助金申請が内定。山村副委員長、西

森幹事にはオーテピアとの打ち合わせ等、
お手数をかけました。
•ロータリーの本質である奉仕を研究し、結
果として財団等の事業の一助になるとい
う、この研究会の本来の形になるよう、努
めていきたいと思います。

◇出席率報告

•近森範久　６年間、大変お世話になりまし
てありがとうございました。この和やかな雰
囲気の例会は、僕の好きな時間でもありまし
た。残念ながら退会の道を選びましたが、今
後も親睦と奉仕の気持ちは忘れずに頑張りた
いと思います。ありがとうございました。
•竹村克彦　良いことが思い当たりませんが
ニコニコへ。
•西森やよい　近森範久様、ご退会のこと、
本当にさみしいです。近森様の落ち着いたた
たずまいにたくさんのことを学ばせていただ
きました。これからもご指導のほどよろしく
お願いいたします。先週、今週と委員会活動
報告を行っていただきました。１年間お支え
くださいました委員長の皆さまに心よりお礼
申し上げます。
•中平真理子　本日理事エレクト会がありま

す。次年度理事の皆さま１年間よろしくお願
いいたします。近森さん、See you again
•西内俊介　例会終了後、理事エレクト会が
あります。私にとって初めての幹事としての
理事会になります。理事の方はご出席のほど
よろしくお願いいたします。
•鬼田知明　山下さん、ご入会おめでとうご
ざいます。武吉委員長、１年間お疲れさまで
した。
•岡本裕史　高知４年目に突入、コロナ早く
終息してほしいです。
•西森　大　結婚記念日のお祝いいただきあ
りがとうございます。20年を迎えました。
•野町和也　家庭記念にお礼。今年１年間お
世話になりました。
•柳澤光秋　6月３日午後１時総合あんしん
センターで国際ロータリー第2670地区から高
知県医師会へパルスオキシメーターを贈呈し
ました。関パストガバナー、北岡・大平両ガ
バナー補佐も出席し、ＴＶ、新聞のマスコミ
は非常に多数取材にきていました。妻の誕生
日のお礼も。
◇遅刻　２件
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◇ロータリーソング
  「歓迎の歌」
◇会　長　挨　拶

　皆さん、こんにちは。
「100里の道を行くとき
は90を半ばとす」という
諺があります。徳川家康
は「99里を半ばとせよ」
と言ったそうですが、意

味するところは、最後まで気を抜かず、努力
せよということです。
　私の会長としての立場もあと１週間となり
ました。来週の例会を終点と考えると、今日
はまだ道半ばなのかなと思います。
　例会運営、会長挨拶、例会プログラム、委
員会活動、この四つが充実していることが
ロータリーにとって非常に大事だという意見
があります。会長を引き受けた際、クラブ運
営については、西森やよいさんが幹事を務め
てくださることで、私はもっぱら会長挨拶の
ことばかりを気にかけていました。ロータリ
ーにまつわる書籍の１文を棒読みすれば、情
報提供としての機能を果たすと思いますが、
聞く側は全く面白くないので却下。
　とは言っても、皆さんに語る文章ができる
ほどロータリーの知識もないので、自分なり
に会長挨拶のルールを作りました。まずは、
ロータリーというキーワードを入れる。自分
が感じたこと、経験したことを織り込む。ダ
ラダラと長くしない。この三つを心がけまし

た。
　会長挨拶は、ロータリーの理解を深める絶
好のチャンスだという活字を拾ったことがあ
りますので、ロータリーを語ることは絶対条
件だと決めていました。また、ありきたりの
内容では皆さんには届かないだろうし、貴重
な時間を割いて聞いていただくのですから、
少しでも興味を持っていただきたいと考えた
とき、誰も知らないことは自分の中だけにあ
ることに気づき、自分の経験したことをベー
スに、そのとき感じたことなどを織り交ぜな
がら、ある意味、無理矢理ロータリーに結び
つけた原稿を作ることにしました。そして、
無駄な表現や寄り道のような話を入れず、話
したいことを短い時間に収めることを心がけ
ました。
　先ほどの例会運営、会長挨拶、例会プログ
ラム、委員会活動の４本柱の一つとして、ち
ゃんと機能したかどうかの評価は皆さんにお
願いして、今日の会長挨拶といたします。
◇近森範久会員退会挨拶

　私、仕事の面でも出張
が多くなったことと、家
庭の面では家族の体調に
変化があったということ
で、この半年間自分なり
に悩んでみたのですが、

６月をもって退会させていただくこととなり
ました。
　６年間の在籍期間中、皆さまには大変お世

話になりました。思い起こせば、柳澤ガバナ
ーの輩出年度、50周年記念事業、ロータリー
財団事業など、貴重で、そして大変楽しい経
験をさせていただきました。特に私にとって
最終年度となった今年度は、ロータリー財団
委員長として、計画の段階ではプロジェクト
奉仕研究会より多くのお知恵を、当時プロ
ジェクトリーダーであった西森幹事からは素
晴らしいご縁を、そして、関係機関だった警
察や学校との交渉の折には、ロータリークラ
ブの知名度と今までの活動実績に大いに助け
られました。
　今後は、その経験を糧に、私なりに地域貢
献、職業奉仕に努めていきたいと思います。

　最後に、コロナ禍の日常は続いていますが、
お体には十二分にご自愛いただき、高知東Ｒ
Ｃのますますの繁栄をご祈念いたしまして、
私の退会挨拶といたします。６年間、本当に
お世話になりました。ありがとうございまし
た。
◇会　長　報　告
・先週、入会された山下さんは、親睦委員会
に所属します。
・来週は、夜間ではなく昼間の例会です。
◇幹　事　報　告
・浦戸湾七河川一斉清掃は中止です。
・本日例会終了後、次年度の理事エレクト会
を行います。

◎国際奉仕委員会（発表：西森　大）
•短期交換、長期交換と
　もにコロナの影響によ
　り会員及び留学生の安
　全確保のため中止。
•書き損じハガキ等回収
　では、4,215円の寄付を

　送金
•長期交換事業運営委員会にカウンセラーの
永野会員、委員の島村会員が出席し、2021
－2022年度の長期交換事業について、他ク
ラブの委員と連携をとりながら事業運営に
携わった。
◎青少年奉仕委員会（発表：𠮷永光男）

•ＲＩ会長テーマ『 ロー
　タリーは機会の扉を開
　く』をもとに、ロータ
　ーアクト、インターア
　クトの支援を計画した
　が、コロナの関係で十

　分なことはできなかった。
•RYLAセミナーも受講者２名を推薦してい
たが、中止となった。
•５月の青少年奉仕月間には、ローターアク
トクラブに卓話をしてもらった。
◎ロータリー財団委員会（発表：近森範久）
•地区補助金について、４月８日、高知県立
国際中学校１年生80名を対象に、自転車を

　安全に乗るプロジェク
　トとして、「自転車安
　全講習」を開催し、ヘ
　ルメットの寄贈式を行
　った。
　　この事業について学

　校と交渉しているとき、事務員さんがコロ
　ナに感染し教育機関側が慎重になっていた
　こともあり、クラブからは６名の参加で事
　業を行いました。
•年次寄付120ドルを実施。
•2021－22年度地区補助金について、山村副
委員長が企画し「土佐の子供たちに世界へ
の扉を開くプロジェクト」として、図書館
に地球儀を贈呈し、郷土の文化、向学に寄
与する事業の申請が認められた。
•11月４日、地区ロータリー財団委員会に出
向している山村会員の卓話を実施。
◎親睦委員会（発表：中西克行）

　コロナの影響により、
当初の計画どおり活動で
きたものは少なく残念な
年になりました。
•例会では、ＳＡＡやプ
　ログラム委員会など各

　委員会と協力し、会員相互の親睦を図った。
•来訪ロータリアンを歓迎と感謝の意を持っ
てのお迎えやソングリーダーも、各委員が

満遍なく実施できた。
•夜間例会は、完全に中止になった12月23日
の忘年夜間例会以外は、規模縮小などの対
策をして実施。創立記念夜間例会はガバ
ナー訪問例会を兼ねて、出席者52名（うち
会員46名）。観梅夜間例会、出席36名（う
ち会員26名）。最終夜間例会は昼の例会に
変更。
•野外レクレーションは中止。
•趣味の集いのゴルフ大会は３回実施。ワイ
ン会は中止。
•東酔会、水曜会への協力はできていません。
•鬼頭会員の受章祝賀会は延期。
◎会員増強・退会防止委員会

（発表：猿田隆夫）
•年初の会員数は48人、
　入会者９人、退会者４
　人、純増５人で、現在
　は53人。
•新会員へのオリエンテ

　ーションは、コロナ禍のため実施できませ
　んでした。
•地区協議会、地区大会も中止。
•９月に会員増強・退会防止委員会の卓話を
委員長が行った。
•水上会員、野志会員の後任の方に面会し、
入会意思を確認。ただ、入会時期に関して
は、コロナ禍であり、しばらく考えさせて
ほしいとのこと。
◎会員選考・職業分類委員会

（発表：松野宏司）
•４名の被推薦者があり、
　東ＲＣの会員として適
　格であるか精査し、職
　業分類（税理士、医薬
　機材販売、ビルメンテ

　ナンス、デザイン広告マーケティングコン
　サルタント）を行い理事会に報告した。
◎プログラム委員会（発表：野町和也）

　コロナの影響で外部講
師を迎えることが難しい
中、29名の会員に卓話を
お願いし、快く受けてい
ただいたことを心から感
謝申し上げます。また、

準備をしていただきながら休会となった会員

にはお詫び申します。１年間、何とか穴を開
けずにできたことを感謝申し上げます。
◎広報・ＩＴ委員会（発表：武吉佳月）

•クラブのホームページ
　の基本ページを新年度
　版にリニューアルし、
　例会変更情報などを随
　時更新
•例会などの写真を撮影

　し、ホームーページに掲載。コロナの影響
　で多くの行事が中止となったが、実施され
　た行事や奉仕活動については発信できた。
•ロータリー財団委員会の高知県立国際中学
校での自転車安全講習や、ヘルメットの寄
贈式も掲載。
•ズームを利用したオンライン例会の可能性
について、当委員会以外の皆さんにも協力
を依頼し、実際オンラインで接続した様子
を見ていただき卓話を行った。
•例年どおりの運営が難しい年となり、不十
分な点もあったと思いますが、雑誌広報委
員会と協力しながら、高知東ＲＣの様子を
発信していくことができたと思っています。
　突然カメラを向けても快く応じてくだ
さった皆さま、ありがとうございました。
◎ロータリー情報委員会（発表：沖　卓史）

•新会員に対し、会長・
　幹事経験者を主にアド
　バイザーを専任した。
•本年度は９名の新入会
　員の入会があり、少し
　苦労した。

•新会員や入会５年未満の会員に対する勉強
会はコロナの影響によりできませんでした
ので、「ロータリーの心得」等を読むこと
と、小堀憲助氏のＣＤを聞いていただくこ
とを通知した。
•地区大会も中止となり、十分な活動ができ
ずお詫びいたします。
◎ロータリー奉仕プロジェクト研究会
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•他の委員会と同じく、
　コロナ禍で従来のよう
　な飲食を伴う勉強会が
　できず、残念です。そ
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　財団、社会奉仕各委員会との打ち合わせを
　行い、７月末までに会員にＦＡＸで送付。
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•意見を検討の結果、次年度のロータリー財
団が「土佐の子供たちに世界への扉を開く
プロジェクト」で、図書館に地球儀を寄贈
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森幹事にはオーテピアとの打ち合わせ等、
お手数をかけました。
•ロータリーの本質である奉仕を研究し、結
果として財団等の事業の一助になるとい
う、この研究会の本来の形になるよう、努
めていきたいと思います。

◇出席率報告
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ざいます。武吉委員長、１年間お疲れさまで
した。
•岡本裕史　高知４年目に突入、コロナ早く
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世話になりました。
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ました。関パストガバナー、北岡・大平両ガ
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•2021－22年度地区補助金について、山村副
委員長が企画し「土佐の子供たちに世界へ
の扉を開くプロジェクト」として、図書館
に地球儀を贈呈し、郷土の文化、向学に寄
与する事業の申請が認められた。
•11月４日、地区ロータリー財団委員会に出
向している山村会員の卓話を実施。
◎親睦委員会（発表：中西克行）

　コロナの影響により、
当初の計画どおり活動で
きたものは少なく残念な
年になりました。
•例会では、ＳＡＡやプ
　ログラム委員会など各

　委員会と協力し、会員相互の親睦を図った。
•来訪ロータリアンを歓迎と感謝の意を持っ
てのお迎えやソングリーダーも、各委員が

満遍なく実施できた。
•夜間例会は、完全に中止になった12月23日
の忘年夜間例会以外は、規模縮小などの対
策をして実施。創立記念夜間例会はガバ
ナー訪問例会を兼ねて、出席者52名（うち
会員46名）。観梅夜間例会、出席36名（う
ち会員26名）。最終夜間例会は昼の例会に
変更。
•野外レクレーションは中止。
•趣味の集いのゴルフ大会は３回実施。ワイ
ン会は中止。
•東酔会、水曜会への協力はできていません。
•鬼頭会員の受章祝賀会は延期。
◎会員増強・退会防止委員会

（発表：猿田隆夫）
•年初の会員数は48人、
　入会者９人、退会者４
　人、純増５人で、現在
　は53人。
•新会員へのオリエンテ

　ーションは、コロナ禍のため実施できませ
　んでした。
•地区協議会、地区大会も中止。
•９月に会員増強・退会防止委員会の卓話を
委員長が行った。
•水上会員、野志会員の後任の方に面会し、
入会意思を確認。ただ、入会時期に関して
は、コロナ禍であり、しばらく考えさせて
ほしいとのこと。
◎会員選考・職業分類委員会

（発表：松野宏司）
•４名の被推薦者があり、
　東ＲＣの会員として適
　格であるか精査し、職
　業分類（税理士、医薬
　機材販売、ビルメンテ

　ナンス、デザイン広告マーケティングコン
　サルタント）を行い理事会に報告した。
◎プログラム委員会（発表：野町和也）

　コロナの影響で外部講
師を迎えることが難しい
中、29名の会員に卓話を
お願いし、快く受けてい
ただいたことを心から感
謝申し上げます。また、

準備をしていただきながら休会となった会員

にはお詫び申します。１年間、何とか穴を開
けずにできたことを感謝申し上げます。
◎広報・ＩＴ委員会（発表：武吉佳月）

•クラブのホームページ
　の基本ページを新年度
　版にリニューアルし、
　例会変更情報などを随
　時更新
•例会などの写真を撮影

　し、ホームーページに掲載。コロナの影響
　で多くの行事が中止となったが、実施され
　た行事や奉仕活動については発信できた。
•ロータリー財団委員会の高知県立国際中学
校での自転車安全講習や、ヘルメットの寄
贈式も掲載。
•ズームを利用したオンライン例会の可能性
について、当委員会以外の皆さんにも協力
を依頼し、実際オンラインで接続した様子
を見ていただき卓話を行った。
•例年どおりの運営が難しい年となり、不十
分な点もあったと思いますが、雑誌広報委
員会と協力しながら、高知東ＲＣの様子を
発信していくことができたと思っています。
　突然カメラを向けても快く応じてくだ
さった皆さま、ありがとうございました。
◎ロータリー情報委員会（発表：沖　卓史）

•新会員に対し、会長・
　幹事経験者を主にアド
　バイザーを専任した。
•本年度は９名の新入会
　員の入会があり、少し
　苦労した。

•新会員や入会５年未満の会員に対する勉強
会はコロナの影響によりできませんでした
ので、「ロータリーの心得」等を読むこと
と、小堀憲助氏のＣＤを聞いていただくこ
とを通知した。
•地区大会も中止となり、十分な活動ができ
ずお詫びいたします。
◎ロータリー奉仕プロジェクト研究会

（発表・西内俊介）
•他の委員会と同じく、
　コロナ禍で従来のよう
　な飲食を伴う勉強会が
　できず、残念です。そ
　のため、会長、幹事、

　財団、社会奉仕各委員会との打ち合わせを
　行い、７月末までに会員にＦＡＸで送付。
　多数の意見をいただいた。
•意見を検討の結果、次年度のロータリー財
団が「土佐の子供たちに世界への扉を開く
プロジェクト」で、図書館に地球儀を寄贈
する補助金申請が内定。山村副委員長、西

森幹事にはオーテピアとの打ち合わせ等、
お手数をかけました。
•ロータリーの本質である奉仕を研究し、結
果として財団等の事業の一助になるとい
う、この研究会の本来の形になるよう、努
めていきたいと思います。

◇出席率報告

•近森範久　６年間、大変お世話になりまし
てありがとうございました。この和やかな雰
囲気の例会は、僕の好きな時間でもありまし
た。残念ながら退会の道を選びましたが、今
後も親睦と奉仕の気持ちは忘れずに頑張りた
いと思います。ありがとうございました。
•竹村克彦　良いことが思い当たりませんが
ニコニコへ。
•西森やよい　近森範久様、ご退会のこと、
本当にさみしいです。近森様の落ち着いたた
たずまいにたくさんのことを学ばせていただ
きました。これからもご指導のほどよろしく
お願いいたします。先週、今週と委員会活動
報告を行っていただきました。１年間お支え
くださいました委員長の皆さまに心よりお礼
申し上げます。
•中平真理子　本日理事エレクト会がありま

す。次年度理事の皆さま１年間よろしくお願
いいたします。近森さん、See you again
•西内俊介　例会終了後、理事エレクト会が
あります。私にとって初めての幹事としての
理事会になります。理事の方はご出席のほど
よろしくお願いいたします。
•鬼田知明　山下さん、ご入会おめでとうご
ざいます。武吉委員長、１年間お疲れさまで
した。
•岡本裕史　高知４年目に突入、コロナ早く
終息してほしいです。
•西森　大　結婚記念日のお祝いいただきあ
りがとうございます。20年を迎えました。
•野町和也　家庭記念にお礼。今年１年間お
世話になりました。
•柳澤光秋　6月３日午後１時総合あんしん
センターで国際ロータリー第2670地区から高
知県医師会へパルスオキシメーターを贈呈し
ました。関パストガバナー、北岡・大平両ガ
バナー補佐も出席し、ＴＶ、新聞のマスコミ
は非常に多数取材にきていました。妻の誕生
日のお礼も。
◇遅刻　２件

the ROTARY CLUB of KOCHI EAST

　３月26日、車で私ども関ＫＫの中村営業所・宇和営業所を廻る途中、宇和島バイパス津島
岩松インターの近くにある南楽園に入った。外堀に沿って桜並木が満開の花を見せていた。
中に入ると上池・下池を囲んで梅・桜・藤・ツツジ・花菖蒲など四季折々の花ごよみが展開
される。一番人を集めているのは、２月の梅だそうである。３月の今はご覧のように桜が満
開で気持ちが浮き浮きする眺めである。ツツジは池の周りに広がり、これから咲き始めるだ
ろう。そして奥の方の小川に花菖蒲が植えられ、これは５月に咲く花である。池の周りを歩
き廻ったが、随分広い所であった。総面積153.322㎡あり、四国最大の日本庭園と云われる。
入口の建物は
地元の物産を
売る土産物店
である。
　また、いつ
か訪れたいと
思っている。

南　楽　園　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　関　淑公

外堀の桜並木外堀の桜並木

入口入口 上池と池の周りのツツジ上池と池の周りのツツジ

下池と入口の建物下池と入口の建物 小川に植えられた花菖蒲小川に植えられた花菖蒲



●会長／竹村克彦　●幹事／西森やよい　●雑誌会報委員／永野正将・関　淑公
●例会日／毎週水曜日12：30PM～1：30PM　●例会場／ザ クラウンパレス新阪急高知　（088）873－1111
●事務所／高知新聞放送会館６階　〒780－8572　高知市本町3－2－15　　　　直通（088）824－8660

　ホームページアドレス（PC・携帯共通）http://www.kochi-east-rc.com　メールアドレス　事務局／hcrc@coffee.ocn.ne.jp　広報ＩＴ委員会／info@kochi-east-rc.com

● ニコニコ箱 ●

先週まで
ニコニコ
1,295,091円
29,000円

1,324,091円

15,251円
137円

15,388円

1,310,342円
29,137円

1,339,479円

チビニコ 合　計

６月23日
今期の累計

■高知東ＲＣ当面の日程
７月14日㈬　ガバナー補佐訪問
　　　　　　第３回クラブ協議会
　　　　　　　　　　　　　（例会終了後）
７月21日㈬　ガバナー公式訪問
７月28日㈬　各委員会発表
　　　　　　役員会
７月　　　　令和３年度浦戸湾・七河川
　　　　　　一斉清掃（中止）
８月４日㈬　各委員会発表
　　　　　　定例理事会
８月11日㈬　休会（お盆休み）
８月25日㈬　時間変更例会
　　　　　　　　　（ザ クラウンパレス）
　　　　　　役員会（例会前）

■例会変更のお知らせ
高知中央ＲＣ　７月８日㈭　例会例会
高知西ＲＣ　　７月９日㈮　例会変更
高知ロイヤルＲＣ
　　　　　　　７月13日㈫　夜間例会
高知北ＲＣ　　７月19日㈪　ロータリー休日
高知ロイヤルＲＣ
　　　　　　　７月20日㈫　ロータリー休日
高知北ＲＣ　　７月26日㈪　夜間例会
高知中央ＲＣ　７月29日㈭　夜間例会
高知西ＲＣ　　７月30日㈮　夜間例会

the ROTARY CLUB of KOCHI EAST

他クラブ変更事項

●松山北ロータリークラブ　例会回数変更
　•例会回数：月２回
　•例会曜日：月曜／点鐘12時30分
　•実施期間：2021年７月～12月末までの予定
　　　　　　　※夜間例会：第３週（実施期間中は夜間例会開催無しの予定）
　　　　　　　※ビジターフィー：昼間例会 2,500円、夜間例会 6,000円
　•例会場：ＡＮＡクラウンプラザホテル松山
　•所在地：〒790－8520 愛媛県松山市一番町３丁目２－１
　　　　　　代表TEL：089－933－5511
　　　　　　URL：https://www.anacpmatsuyama.com/
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